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ガイドさんは歓迎の声

（１）

ドドキキドドキキししななががらら声かけ

１９９７年７月１０日

う
ん
ゆ
一
般
女
性
部

「
友
の
会
会
報
」
持
っ
て
お
さ
そ
い

愛 労 連

愛知県労働組合総連合
名古屋市熱田区沢下町８－１８

労働会館第２ビル
ＴＥＬ ０５２－８７１－５４３３
発行人 阿 部 精 六

第５５号 １９９７年７月１０日

運
輸
一
般
女
性
部
で
は
、
契

約
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
加
入
を

き
っ
か
け
に
（
不
当
解
雇
撤
回

で
地
裁
に
係
争
中
）
非
正
規
雇

用
の
バ
ス
ガ
イ
ド
の
問
題
に
取

り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
ガ
イ
ド
は
、
不

安
定
な
雇
用
形
態
の
中
で
、
労

働
時
間
・
休
日
の
不
規
則
さ
、

家
庭
生
活
と
両
立
の
難
し
さ
、

健
康
不
安
に
加
え
、
不
況
対
策

と
し
て
の
人
員
整
理
な
ど
多
く

の
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
労
働

組
合
に
も
加
入
で
き
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

女
性
部
で
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド

さ
ん
が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
生

き
生
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
働
く
条
件
の
改
善
を
め
ざ
し

活
動
す
る
「
ア
ル
バ
イ
ト
・
契

約
バ
ス
ガ
イ
ド
の
心
を
つ
な
ぐ

―
う
ん
ゆ
一
般
ガ
イ
ド
友
の

会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

六
月
八
日
（
日
）
、
み
ん
な

で
作
っ
た
「
友
の
会
」
会
報
を

持
っ
て
観
光
バ
ス
が
集
ま
る
長

島
温
泉
に
出
か
け
ま
し
た
。

「
う
ん
ゆ
一
般
で
は
、
こ
ん

な
会
報
を
作
っ
た
ん
で
す
。
あ

な
た
も
友
の
会
に
入
り
ま
せ
ん

か
」
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
の
声

か
け
。
「
こ
ん
な
情
報
が
欲
し

か
っ
た
�
仲
間
に
も
あ
げ
る
の

で
も
っ
と
下
さ
い
」
「
ア
ル
バ

イ
ト
で
も
入
れ
る
組
合
が
あ
る

ん
で
す
か
」
な
ど
意
外
な
反
応

に
び
っ
く
り
。
一
時
間
ほ
ど
で

十
五
の
バ
ス
会
社
の
ガ
イ
ド
さ

ん
二
十
人
と
対
話
、
会
報
と
呼

び
か
け
ビ
ラ
七
十
五
部
を
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
話
を
し

た
ガ
イ
ド
さ
ん
の
多
く
は
、
契

約
ガ
イ
ド
や
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
か

ら
の
派
遣
の
人
た
ち
。
仕
事
に

必
要
な
勉
強
も
、
情
報
収
集
も

自
分
持
ち
で
大
変
な
こ
と
や
雇

用
不
安
な
ど
の
悩
み
が
だ
さ
れ

ま
し
た
。
行
動
に
参
加
し
た
四

人
の
女
性
組
合
員
は
、
「
こ
ん

な
充
実
し
た
楽
し
い
行
動
は
初

め
て
。
確
信
が
も
て
た
」
と
元

気
い
っ
ぱ
い
。

労
働
法
制
の
全
面
改
悪
が
準

備
さ
れ
、
働
く
者
の
命
と
権
利

が
ま
す
ま
す
お
び
や
か
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
総
対
話
運

動
と
共
同
の
取
り
組
み
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
行
動
で
し
た
。

共同の輪

学習しよう－１０万人オルグ運動

●と き 7 月 26 日�１０：００～１６：００
●ところ 名古屋市市民会館第一会議室

愛労連第２回評議員会

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
と
自

治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
働

く
ヘ
ル
パ
ー
で
つ
く
る
実
行
委

員
会
が
県
下
で
初
め
て
「
愛
知

に
働
く
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
つ

ど
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

つ
ど
い
は
六
月
八
日
に
お
こ

な
わ
れ
、
三
十
近
く
の
自
治
体

か
ら
二
百
人
も
の
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
が
参
加
し
大
成
功
で
し
た
。

自
治
労
連
の
ヘ
ル
パ
ー
集
会

に
参
加
し
た
人
た
ち
が
、
「
愛

知
で
も
や
り
た
い
」
と
企
画
も

オ
ル
グ
も
自
分
達
の
手
で
や
り

ぬ
き
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
必
要
と

さ
れ
て
い
る
専
門
職
種
で
あ
り

な
が
ら
社
会
的
な
位
置
づ
け
は

低
く
、
身
分
保
障
も
労
働
条
件

も
千
差
万
別
。
移
動
の
車
の
ガ

ソ
リ
ン
代
も
自
分
持
ち
、
職
場

に
自
分
の
机
も
な
い
劣
悪
な
職

場
も
あ
る
の
が
実
態
で
す
。

実
行
委
員
会
で
は
、
県
下
自

治
体
八
十
八
市
町
村
全
て
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
く
り
、
四
十
八

自
治
体
が
協
力
、
自
治
体
ご
と

の
ヘ
ル
パ
ー
の
実
態
も
ま
と
め

ま
し
た
。

圧
倒
的
に
多
数
の
未
組
織
の

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
ど
う
「
つ
ど

い
」
に
参
加
し
て
も
ら
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修

会
や
会
議
に
案
内
を
持
っ
て
い

っ
た
り
、
知
り
合
い
の
ヘ
ル
パ

ー
に
呼
び
か
け
る
な
ど
、
個
人

的
な
つ
な
が
り
も
い
か
し
て
意

欲
的
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

事
務
局
長
の
榊
原
友
子
さ
ん

は
、
「
未
組
織
の
方
が
七
十
人

近
く
も
参
加
し
て
く
れ
て
本
当

に
う
れ
し
い
。
声
を
か
け
れ
ば

次
々
に
広
が
り
、
悩
み
や
仕
事

内
容
で
交
流
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
仲
間
が
、
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
い
た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
も
継
続
す
る

こ
と
に
し
、
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

も
検
討
し
て
い
ま
す
。
」
と
語

り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
身
分
保

障
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛

感
」「
交
流
の
場
は
重
要
」「
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
に
誇
り
が
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
ぎ
っ
し

り
書
き
込
ま
れ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
必
要
を
感
じ
さ
せ

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
一
宮
地
方
の
地
域
経
済

振
興
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
、
七
月
五
日
、
一
宮

市
内
で
一
宮
の
く
ら
し
・
福

祉
・
教
育
の
充
実
を
求
め
る

市
民
の
会
（
一
宮
地
域
労
連

も
参
加
）
の
主
催
で
開
か
れ

ま
し
た
。

森
靖
雄
・
日
本
福
祉
大
学

教
授
は
、
『
一
宮
の
街
づ
く

り
と
ラ
イ
フ
エ
リ
ア
』
と
題

し
た
講
演
の
中
で
、
「
繊
維

産
業
や
本
町
商
店
街
は
一
宮

地
方
の
経
済
を
支
え
て
き
た

シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
活
性
化

は
地
域
経
済
の
発
展
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
地

域
の
商
店
街
は
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
や
市
民
が
安
心
し

て
住
む
こ
と
の
で
き
る
街
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
地
元
本
町
商
店
街

振
興
会
か
ら
、
活
性
化
に
む

け
て
の
様
々
な
努
力

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
五
年
間

繊
維
業
に
携
わ
っ
て

い
る
業
者
か
ら
は
、

繊
維
産
業
の
衰
退
で

事
業
主
が
高
齢
化

し
、
収
入
が
減
収

し
、
展
望
が
持
て
な

い
状
況
を
ア
ン
ケ
ー

ト
で
示
し
な
が
ら
、

地
域
経
済
活
性
化
の

打
開
策
を
と
の
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

八
十
四
名
が
参
加
し
た
こ

の
集
会
で
は
、
い
ろ
ん
な
分

野
の
人
た
ち
が
一
同
に
集
ま

り
、
街
づ
く
り
の
話
合
い
を

す
す
め
る
こ
と
の
大
切
さ
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ

て
、
一
宮
労
連
の
村
瀬
幹
彦

事
務
局
長
は
、
「
十
月
の
市

長
選
挙
を
視
野
に
入
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
地
域
経
済
の

発
展
は
、
労
働
者
に
働
く
場

を
保
障
す
る
。
そ
の
こ
と
で

の
行
政
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
働
く
側
か
ら
も
地
域

経
済
振
興
の
提
言
が
で
き
る

と
い
い
。
次
回
は
、
地
域
労

連
と
し
て
も
商
店
街
や
繊
維

産
業
な
ど
で
働
く
労
働
者
に

も
呼
び
か
け
て
、
参
加
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

第５５号

一
宮
地
域
労
連
も
参
加

第第
一一
回回
愛愛
知知
にに
働働
くく
ホホ
ーー
ムム
ヘヘ
ルル
パパ
ーー
のの
つつ
どど
いい

街
づ
く
り
シ
ン
ポ

地
域
経
済
の
振
興
と

同
じ
思
い
の
仲
間
と
手
を
つ
な
ぎ
た
い

全
労
連
・
愛
労
連
は
要
求
で
一
致
で
き
る
労

働
者
・
労
働
組
合
と
共
同
を
広
げ
る
運
動
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。各
組
合
・
地
域
労
連
で
は
、

こ
の
春
闘
、取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

総対話で広がる

繊繊
維維
のの
街街
でで

自治労
連

“あなたも友の
会に入りません

か”とガイドさ
んに。（長島温

泉）
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ＧＡＭＡ―月桃の花
平和といのちの大切さを歴史の真実で訴える

「
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
見
直
し
」

学
習
会
（
七
月
七
日
）

入場料（前売り）大人・大学生 1400 円
小・中・高生 900 円

１９９７年７月１０日

実
感
で
き
た
研
究
集
会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
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のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

愛
労
連
は
六
月
二
十
八
日
〜

二
十
九
日
に
か
け
て
「
第
七
回

地
域
労
連
研
究
集
会
」
を
蒲
郡

市
内
で
開
催
し
、
十
四
地
域
労

連
・
二
単
産
、
合
計
四
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

愛
知
労
問
研
所
長
の
大
木
先

生
よ
り
、
「
今
日
の
地
域
労
働

運
動
に
期
待
す
る
こ
と
―
未
組

織
の
組
織
化
問
題
を
中
心
に
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
交
流
会
で
は
、
「
職
場
で

連
合
と
口
を
聞
く
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
今
年
、
会
社
側
か
ら

合
理
化
が
提
案
さ
れ
、
今
は
対

応
を
協
議
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」
（
東
三
河
労
連
）
「
昨
年

二
十
一
労
組
を
訪
問
し
、
じ
っ

く
り
話
す
こ
と
が
で
き
た
。
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組
む
組

合
も
出
て
き
て
、
三
分
の
一
近

く
は
今
後
も
つ
き
あ
え
そ
う
。

中
立
組
合
は
情
報
が
少
な
く
、

役
員
は
悩
ん
で
い
る
。
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

（
中
川
地
域
労
連
）
、
「
連
合

七
万
三
千
人
に
対
し
て
こ
ち
ら

は
二
百
人
だ
が
連
合
は
な
に
も

し
な
い
。
役
員
を
先
頭
に
元
気

に
宣
伝
行
動
な
ど
頑
張
っ
て
い

る
」
（
豊
田
・
加
茂
労
連
）
、

「
金
融
機
関
が
多
い
の
で
、
日

本
版
ビ
ッ
ク
バ
ン
対
策
会
議
を

つ
く
り
、
全
証
労
、
銀
産
労
、

全
損
保
、
郵
産
労
を
中
心
に
中

立
の
労
組
に
も
働
き
か
け
た

い
」（
名
中
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
、

こ
の
間
の
前
進
面
が
い
っ
ぱ
い

出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
春
闘
で
の
取
り
組
み
の

集
約
状
況
（
二
十
五
地
域
労
連

中
二
十
地
域
で
集
約
）
で
は
、

春
闘
決
起
集
会
は
、
十
地
域
で

開
き
一
六
八
五
名
が
参
加
。
春

闘
討
論
集
会
は
、
十
地
域
で
五

三
一
名
が
参
加
。
郵
送
に
よ
る

組
合
申
し
入
れ
は
、
十
八
地
域

で
二
二
四
三
組
合
、
訪
問
に
よ

る
申
し
入
れ
は
、
十
地
域
で
一

八
六
組
合
が
お
こ
な
わ
れ
、
取

り
組
み
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

大
木
先
生
は
講
演
の
中
で
、

「
地
域
労
連
の
未
来
は
明
る
い
」

と
述
べ
ま
し
た
が
、そ
れ
を
実

感
さ
せ
る
研
究
集
会
で
し
た
。

愛 労 連

９７
反
核
ラ
イ
ダ
ー

７
月
２４
〜
２８
日

２４
日
１４：

００
塩
見
坂

１５：

２０
豊
橋
市
役
所

１６：

３０
豊
川
市
役
所

１８：

００
湯
谷
温
泉
泊

２５
日
９：

５０
東
栄
町
役
場

１１：

２０
設
楽
町
役
場

１３：

５０
稲
武
町
役
場

１７：

００
名
古
屋
解
散

２６
日
１０：

００
金
山
ダ
イ
エ
ー

１１：

３０
近
鉄
四
日
市
駅

１７：

００
鳥
羽
市
泊

２７
日
８：

０５
鳥
羽
港

９：

１５
知
多
・
師
崎
港

１３：

４５
岐
阜
・
近
鉄
百

貨
店

１６：

３０
名
古
屋
着

２８
日
９：

５０
瀬
戸
市
役
所

１１：

２０
春
日
井
市
役
所

２８
日
１３：

５０
岩
倉
市
役
所

１５：

１０
清
洲
町
役
場

１６：

３０
名
古
屋
市
役
所

ミ
ホ
シ
ボ
夫
妻
が
語
る
「
夫

婦
で
取
り
組
む
反
核
運
動
」

７
月
３１
日
（
愛
知
県
中
小
企

業
セ
ン
タ
ー
）

９７
原
水
爆
禁
止
愛
知
県
大
会

８
月
１
日
（
勤
労
会
館
）

原
水
禁
世
界
大
会
・
長
崎

８
月
７
日
〜
９
日
（
長
崎
市

民
会
館
）

９７
国
際
交
流
あ
い
ち
女
性
の

つ
ど
い

８
月
１１
日
（
名
古
屋
市
女
性

会
館
）

９７
あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の

戦
争
展

８
月
１４
日
〜
１８
日
（
愛
知
県

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
）

'９７
年
夏
・
平
和
の
と
り
く
み

沖沖縄縄、、反反核核、、改改憲憲阻阻止止�

平和運動すすめよう

一年間のたたかい財産に

ささららにに対対話話とと共共同同をを�

愛
労
連
婦
人
協
議
会
第
八
回

総
会
が
六
月
二
十
八
日
、
自
治

労
連
愛
知
県
本
部
会
議
室
で
開

か
れ
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
井
上
利
雄
愛

労
連
議
長
は
、
「
生
活
に
根
ざ

し
た
運
動
を
先
進
的
に
お
こ
な

っ
て
い
る
婦
人
協
に
大
い
に
期

待
す
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

一
年
間
の
た
た
か
い
で
は
、

労
基
法
「
女
子
保
護
」
規
定
撤

廃
反
対
の
運
動
が
、
全
労
連
の

も
と
で
全
国
的
に
大
き
く
広
が

り
、
組
織
の
枠
を
超
え
た
共
同

が
各
地
に
で
き
、
愛
知
で
も
自

治
労
連
や
運
輸
一
般
が
、
未
加

盟
組
合
や「
連
合
」に
申
し
入
れ

を
お
こ
な
い
共
同
を
広
げ
た
経

験
。
名
古
屋
市
長
選
挙
で
は
、

た
た
か
い
の
中
で
看
護
婦
の
夜

勤
体
制
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実

の
要
求
が
前
進
し
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

方
針
で
は
、
こ
の
一
年
間
の

た
た
か
い
を
財
産
に
、
「
男
女

共
通
の
労
働
時
間
の
規
制
」
や

人
間
ら
し
く
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
を
め
ざ
す
運
動
、
憲
法
改
悪

の
策
動
を
許
さ
ず
平
和
な
社
会

を
築
く
取
り
組
み
、
対
話
と
共

同
の
輪
を
広
げ
、
女
性
労
働
者

の
組
織
化
な
ど
に
全
力
を
上
げ

る
こ
と
な
ど
確
認
し
ま
し
た
。

新
三
役
は
以
下
の
と
お
り
。

議

長

大
橋
路
代（
愛
高
教
）

副
議
長

小
松
民
子（
医
労
連
）

〃

伊
藤
佳
子（
国

公
）

事
務
局
長

伊
藤
景
子

（
自
治
労
連
）

ああななたたももどどううぞぞ
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民
間
人
も
動
員

七
月
七
日
、
安
保
破
棄
実
行

委
員
会
は
、
講
師
に
内
藤
巧
氏

を
招
い
て
「
日
米
防
衛
協
力
の

指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
見
直

し
の
ね
ら
い
」
に
つ
い
て
学
習

会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

は
、
日
本
に
対
す
る
直
接
攻
撃

の
際
の
米
軍
の
協
力
か
ら
一
歩

す
す
め
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
で
米
軍
が
お
こ
な
う
紛
争

や
武
力
行
使
に
自
衛
隊
が
共
同

で
軍
事
行
動
を
お
こ
な
う
も

の
。
そ
の
た
め
日
常
的
に
共
同

訓
練
・
演
習
を
す
る
こ
と
や
空

港
、
港
湾
、
輸
送
・
医
療
な
ど

地
方
自
治
体
や
民
間
施
設
・
民

間
人
も
動
員
す
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
て
お
り
、
国
民
の
自

由
・
権
利
・
生
活
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
大
問
題
で
す
。

憲
法
改
悪
の
動
き
が

そ
し
て
安
保
と
憲
法
の
矛
盾

が
鋭
く
な
っ
て
い
る
も
と
で
、

憲
法
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と

す
る
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。五

月
二
十
三
日
に
は
、
国
会

に
憲
法
問
題
を
議
論
す
る
常
任

委
員
会
の
設
置
を
め
ざ
す
「
憲

法
調
査
委
員
会
設
置
推
進
議
員

連
盟
」
が
共
産
党
や
社
民
党
を

の
ぞ
く
衆
参
両
院
三
百
十
人
の

議
員
が
参
加
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
憲
法
施
行
五
十
年
の
今
年

改
め
て
改
憲
阻
止
の
た
た
か
い

が
重
要
で
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
、
十

年
目
を
迎
え
た
反
核
ラ
イ
ダ

ー
、
八
月
十
五
日
を
は
さ
ん
で

の
平
和
を
考
え
る
取
り
組
み
が

様
々
な
団
体
で
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
夏
、
改
憲
阻
止
の
運
動

と
あ
わ
せ
て
平
和
運
動
を
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

第５５号

日
本
を
直
接
的
に
戦
争
の
危
機
に
さ
ら
す
日
米
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
見
直
し
。
憲
法
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と
す
る
「
憲

法
調
査
委
員
会
設
置
推
進
議
員
連
盟
」
の
発
足
な
ど
危
険
な

動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、
反
核
・
平
和
や
憲
法

改
悪
阻
止
の
運
動
を
大
い
に
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 見

直
し
の
ね
ら
い
を
学
習

（２）

日
米
防
衛
協
力
の
指
針（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

安 保 破 棄
実行委員会

い
つ
も
た
た
か
い
の
先
頭

に
い
た
駒
田
婦
人
協
議
長

が
退
任
―
ご
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
�

今年も平和を運ぶ風
になろう――

愛愛
労労
連連
婦婦
人人
協協

第第
八八
回回
総総
会会

＜上映日程＞
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